
平成２８年度 

京都市立双ケ丘中学校 

学校教育目標 

「自らの未来を切り拓く，心豊かな生徒を育成する」 

スローガン 

“みんなの力を合わせて，日本一通いたい学校に” 

 

目指す生徒像 

○ 自主自律の精神を重んじ，自己の人生を切り拓こうとする強い意志をもつ生徒 

○ 温かい人間愛の精神のもと，相手の人格を尊重し，思いやりの心をもつ生徒 

○ 規範意識を高め，自己の属する集団での役割と責任を自覚し集団生活の向上に努める生徒 

 

経営方針 

① 学習指導の充実 

・「学習確認プログラム」「全国学力・学習状況調査」等の結果を真摯に受け止め，教科会等

での分析，課題を明確にし，学力の向上に向け具体的な取組を立案、実行する。 

・各教科，各領域において指導方法等の工夫，改善を行い授業力の向上を図る。また，言語

活動を取り入れた授業の創造を積極的に行う。 

・学習することを尊び，お互いを高めあう学級，学年集団づくりに努める。 

② 生徒指導の充実 

・生徒理解に努め，心の通った指導を推進することで，安心安全な学校づくりに努める。 

・情報の共有を図り，統一した指導をおこなうことで，生徒や保護者との信頼関係を深める。 

・部活動指導の活性化をはかり，生徒一人一人が輝く場面を設定できるようにする。 

・他者を思いやる気持ちを育む取組を学校全体で推進するとともに生徒一人一人の自尊感情

や自己有用感の育成に努める。 

③ 規範意識の育成 

・約束やルール，規律等を確実に身につけられるよう学校教育活動全体を通じて道徳教育を

推進する。 

・家庭，地域と連携し，「きまり」を守ることの大切さ，将来展望や「生き方」について考え

を深める取組の実現を図る。 

④ 健康・安全教育の推進 

・基本的生活習慣の確立を目指し，「早寝・早起き・朝ごはん」の運動等の取組を図る。 

・心身が健康で豊かな生活の実現に向け，防煙，薬物乱用防止等の具体的な取組を図る。 

・学校，家庭，地域が連携した組織的な防災教育の推進を図る。 

⑤ 学校改善の一層の充実 

・開かれた学校づくりを目指し，HP，配布物等で的確な情報発信の充実を図る。 

・学校運営協議会はもとより，保護者，地域の方からの学校評価を真摯に受け止め，より良

い学校づくりに努める。 


